
「教育こそ福祉」
　市役所に就職してからこれまで、私は長く福祉の仕事に携わってきた。窓口で相談を
受けたり、家庭を訪問したり、悩みを抱える方と一緒にこれからのことを考えたり。一人
ひとりの安心と幸せのために駆けずり回った日々は、今でも印象に残っている。
　そんな私にとって、今回、文部科学省の研修生として東京で勤務することは、初めて
教育行政に携わる機会となった。これまでとは異なる制度や仕組みに囲まれ、戸惑うこと
も多いが、新たな視点で教育行政に触れる日 を々過ごしている。
　教育行政に携わる中で、「教育こそ福祉」という言葉に出会った。これまで福祉の仕
事をしてきた私にとって、その言葉はすっと腑に落ちるものだった。
　福祉の仕事では、目の前にいる方が安心して暮らせるよう、一人ひとりの生活に寄り
添いながら支援する。教育もまた、子供たち一人ひとりの成長を支え、その先の人生を
支えていくものなのだと思う。
　そして、文部科学省で仕事をする中で、子供たちのために、ここまで時間を使って仕
事をする人たちがいるのだと、実際の仕事ぶりを見て感じた。直接子供たちと接する仕
事ではなくても、その仕事の先には、全国の学校で学ぶ一人ひとりの子供たちがいる。
そのことを意識しながら仕事をしている人たちの姿は、これまで福祉の仕事をしてきた私に
も、どこか重なるものがあった。
　福祉の仕事から教育行政へ。仕事の分野は変わったが、人の人生を支えるという点
では、どこかつながっているのかもしれない。
　「教育こそ福祉」。
　今回の研修で得た学びや経験を派遣元に持ち帰り、これまで福祉の仕事で培ってき
た経験とも重ねながら、子供たちのよりよい未来をつくる仕事につなげていきたい。
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